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第三章では､前章で開発 した手法と戦略を活用 して､全合成をほぼ達成 した｡即ち､3級水酸基の立体
選択的グリコシル化を達成 し､短寿命エンジイン骨格構築後に短時間かつ低温下で除去可能な各官能基の
保護基を確立した｡特にベンズオキサジン部の水酸基を保護するには､パラフェニルベンジル基が好都合
であることも見出した｡以上の発見に基づき､C-1027クロモフォア保護体の全合成に成功 し､更にクロモ
フォアの生成を質量分析スペクトルにより確認した｡
第四章では､著者の研究成果を総括した｡
以上､本研究は､天然物合成化学の分野に画期的な貢献をするもので､著者が自立して研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡従って､田村幸男提出の論文は､博士 (理学)
の学位論文として合格と認める｡
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